
 

１ 指導計画  

 ねらい    年鑑の種類や特性、構成、使い方を知り、目的に応じて活用できる。 

 

本時の目標  ・年鑑の特性と構成がわかる。 

・年鑑の使い方がわかり、目的に応じて調べることができる 

 

大まかな流れ １．本時の学習の目的を知る。 

２．プレゼンテーションを見る。 

         ・年鑑の種類と内容、年鑑の特性と構成 

・調べ方（目次・索引） 

３．活動（調べる→話し合い） 

          （調査者・調査年・単位） 

４．ふりかえり・まとめ 

 

プレゼンの１部 

 

 

 

 

 

 

２ 活用した本のリスト等 

  朝日ジュニア学習年鑑 

（2010、2011、2012、2013、2014、2015、2016、2017、2018、2019）                    

学級人数分全 17 冊 

３ 児童生徒の様子 

  本校の児童は、学校図書館で「名人ワーク」として、本を使って答えを調べる問題に低学年か

ら取り組み、百科事典や図鑑で調べ学習をすることには慣れている。しかし、「年鑑」は、指導

するまでは、手に取ることはほとんどない。本時の指導では、個人差が大きく、なかなか答えま

で行きつかない児童や、資料は見つかっているにも関わらず、単位や見方がわからない児童もい

た。ワークシートの問題には「目次・索引のどちらから調べてもいい」と指示した。問題によっ

て、調べ方を使い分けた方が便利なことに気付けた児童もいたが、索引のキーワードを間違えて

しまう児童もいた。 

 

○成果と課題（今後の方向性等） 

  初めて手にした年鑑であったが、「早くもっと調べたい」と問題の答えを見つけることに意欲

を示す児童も多かった。しかし、本時は指導内容が多かったため、調べ学習を十分楽しませるこ

とができなかった。学校図書館に「名人ワーク」同様に、５・６年生用「年鑑ワーク」を置き、

調べ学習を楽しませるようにしたい。 

 

紀の川市立 川原小学校 第５学年 



年鑑探検ワークシート           （              ） 

＜めあて＞ 年鑑の使い方名人になろう！！ 

和歌山県の「米のとれ高」を調べよう。 

目次 
大項

こう

目 中項
こう

目 小項
こう

目 ページ 

    

さく引から 

調べたことば（キーワード） ページ 

  

なぞの答え （単位もわすれずに書きましょう。） 

 年 年 

面積 とれ高 面積 とれ高 

県 
    

どこの調査
ちょうさ

か（                 ） 

    最近の米のとれ高の多い都道府県を２位まで調べましょう。    

☆気づいたことや考えたことを書きましょう。 

 都道府県名 とれ高（万 t ） 

１位 
 

万ｔ  

２位  万ｔ  

 

                   次のことがらについて、年鑑を使って調べましょう。一番新しい数を調べて書きま

しょう。 

調べることがら 数量（単位を忘れずに） どこの調査か 調査した年 

（例）日本の米のとれ高 ８３２万 t 農林水産省 ２０１７年 

漁業で働く人    

日本人の平均寿命 男 女   

和歌山県の人口 男 女   

☆ふりかえりをしましょう。（年鑑の使い方名人になるには？） 

 

 

 

☆年鑑で調べてみたいなぞを書きましょう。 

なぞ① 

 

 

調べてみよう！名人コース 

 


